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投票につめかけた人たち（統一地方選挙から、3両に関連語）

人のうこき性器害）
人　　口　　　12，728人（＋86）

男　　　　　6．135人（＋12）

女　　　　　6，593人（＋74）

世帯数　　　　3，502声（－20）

（）内は前月比

（り③　21

日　日　日　日

5月のこよみ6
　
日
　
　
立
夏

1
3
　
日
　
　
母
の
日

花
　
暦
　
　
ぼ
た
ん
（
官
費
）

誕
生
石
　
エ
メ
ラ
ル
ド
（
幸
福
）

5
月
の
番
簡
用
語

新
緑
、
都
築
、
燕
風
、
向
畢

メ
ー
デ
ー

八
十
八
夜

巌
法
記
念
日

子
供
の
日

皐
　
月
（
さ
つ
き
）

苗
を
植
え
る
月
、
早
酋
月
を
つ
づ

め
て
皐
月
と
い
う



第223号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報おんが」（2）

せまい道、大き　く広げるゆずりあい

5月11日　～5月　20日

春の交通安全運動

ママとぼくとのおやくそく、おうたんばどうをわたります

町
内
で
も
交
通
事
故
多
発

道
路
に
敏
乱
し
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
、

救
急
車
や
、
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
。

人
、
左
右
を
確
認
し
な
い
で
横
断
す
る

人
な
ど
、
一
歩
ま
ち
が
え
ば
交
通
事
故

遠
賀
町
内
で
も
た
く

さ
ん
の
専
政
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
駅
前

や
役
場
接
の
交
差
点
な

ど
で
、
信
号
無
視
、
前

方
不
注
意
な
ど
が
主
な

原
因
で
す
。

こ
れ
以
外
に
も
、
頼

断
歩
道
を
渡
ら
な
い

人
。
道
の
真
申
を
歩
く

に
つ
な
が
る
よ
う
な
行

為
を
す
る
人
を
よ
く
見

か
け
ま
す
。
交
通
部
故

は
人
に
た
よ
っ
て
い
て

は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
自
分
白
身

を
守
る
た
め
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
、
社
会

か
ら
交
通
事
故
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

▽
他
人
の
バ
イ
ク
は
使
わ
な
い
。

▽
興
味
本
位
に
運
転
し
な
い
。

（r

適
し
、
ま
た
、
家
庭
、
職
場
で
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
謡
周
推
進
に
協
力
す
る
。

春
の
交
通
安
全
運
動
の

重
点
目
標

今
年
の
春
の
交
通
安
全
連
動
は
、
次

の
唾
項
を
重
点
に
推
進
さ
れ
ま
す
。

歩
行
者
、
白
糖
重
利
用
者
、
特
に
子

供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

夢
行
者
、
自
転
車
利
用
者
に
対
し
て

は
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
や
大

型
車
輌
に
対
す
ろ
注
意
な
ど
防
衛
意
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、
身
体
障
害
者
の

保
幾
に
努
め
る
。
ま
た
、
自
転
車
の
盤

儲
点
検
、
親
子
が
協
力
し
て
の
交
通
安

全
教
育
を
推
進
す
る
。

自
動
二
輪
車
、
原
付
自
転
車
の
交
通

事
故
防
止

最
近
パ
イ
ク
の
運
転
者
人
口
が
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
れ
て
二
輪

車
の
疎
放
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
二
輪
車
で
の
交
通
事

故
は
他
の
交
通
疎
放
に
比
べ
て
死
亡
率

が
高
く
、
二
割
以
上
が
死
亡
し
て
い
ま

す
。
二
輪
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
次

の
こ
と
を
必
ら
ず
守
っ
て
下
さ
い
。

▽
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
ア
ゴ
ビ
モ
を
し
め
、

き
ち
ん
と
か
ぶ
る
。

▽
ス
ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め
に
。

▽
走
行
中
対
向
車
線
に
出
な
い
。

∇
自
動
車
の
間
を
ぬ
っ
て
走
ら
な
い
。

▽
老
人
、
子
供
を
見
た
ら
減
速
す
る
。

匿
圏
圏
日

露
走
運
転
の
防
止
と
安
全
運
厳
の
確

保

飲
酒
運
転
、
無
免
許
（
無
資
格
）
運

転
、
速
度
超
過
、
覚
せ
い
剤
、
シ
ン
ナ

ー
等
薬
物
を
使
用
し
て
の
無
謀
運
転
を

防
止
す
る
た
め
取
り
締
り
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
運
動
の

定
着
化
を
図
り
、
ゆ
と
り
と
ゆ
す
り
合

い
を
呼
び
か
け
る
。
あ
わ
せ
て
無
車

検
、
無
保
険
草
の
運
転
を
防
止
す
る
。

ま
た
、
企
業
に
お
け
る
安
全
運
転
を
推

進
し
、
過
労
運
転
や
過
硬
賊
を
防
止
す

図
回

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
推
進

高
速
道
職
に
限
ら
ず
、
一
般
道
路
で

も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
よ
う
推

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

∇
運
転
者
に
は

せ
ま
い
通大
き
く
広
げ
ろ
ゆ
す
り
合
い

▽
歩
行
者
に
は

曲
り
か
ど

い
つ
も
危
険
が
か
く
れ
て
ろ

▽
子
供
に
は

や
っ
て
る
か
い

一
度
止
っ
て
右
左

交
通
部
故
は
全
国
的
に
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
北
九
州
だ
け
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
北
九
州
は
歩
行
者
、
運
転

者
と
も
交
通
マ
ナ
ー
が
悪
い
こ
と
で
有

名
で
す
。
交
通
郵
政
は
、
被
害
者
も
加
害
者
も

身
体
だ
け
で
な
く
心
に
も
大
き
な
キ
ズ

を
残
し
ま
す
。
み
ん
な
が
楽
し
く
生
活

で
き
る
明
る
い
社
会
を
作
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
交
通
事
故
追
放
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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統
一
地
方
選
挙
の
結
果

4
月
8
日
と
4
月
2
2
日
に
執
行
さ
れ

た
額
同
県
知
事
選
挙
と
、
遠
賀
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
に
お
け
る
、
遠
賀
町
で

の
鰭
架
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

な
お
、
福
岡
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

と
遠
賀
町
長
選
挙
は
、
候
補
者
の
数
が

定
員
を
越
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
票

と
な
り
ま
し
た
。

※
福
岡
県
知
事
選
挙
の
結
果

亀
　
井
　
　
光
　
　
3
6
1
1
葉

っ
ぱ
ぬ
ま
看
護
　
　
1
1
2
1
葉

※
遠
賀
間
隙
全
議
員
一
般
選
挙
の
結
果

当
木
野
　
国
籍
　
6
0
1
票

当
花
田
　
低
次
　
5
0
1
粟

当
柴
田
征
一
郎
　
4
8
2
・
8
4
6
票

当
石
田
　
寅
雄

当
薬
　
　
玉
産

当
中
西
良
三
郎

当
石
田
し
け
る

当
井
口
　
時
彰

当
柴
田
　
満
幅

当
柴
田
　
晴
着

当
い
と
う
輝
雄

当
豊
沢
　
健
一

当
泉
原
　
武
参

当
村
田
　
　
公

当
中
山
　
包
久

当
近
松
　
　
稔

次
野
中
　
又
次

原
　
　
蕾
治

青
野
　
千
年

4
7
9
・
1
8
2
票

4
7
2
票

4
6
6
票

4
5
4
・
8
1
7
粟

4
5
3
票

4
3
7
　
◆

4
－
3
6
・

3
9
5
粟

3
9
5
票

3
8
1
粟

3
7
8
票

3
6
6
票

3
3
8
票

3
1
5
票

3
1
3
葉

3
0
4
粟

5
7
9
粟

5
7
3
票

教
育
委
員
会
か
ら

・
・
－
－
・
…
1
－
…
－
－
…
I
I
…
I
J
　
　
平
日
　
的
時
紬
分
よ
り
ナ
イ
タ
ー

m
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
会
j

…
リ
ー
グ
戦
の
お
知
ら
せ
…

L1－、、、、、－－、、、．、II．、、、、－．、、、、－－．、、」

4
月
継
目
－
狐
日
ま
で
（
1
4
日
、
2
1

日
は
休
み
）
遠
賀
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
都
会
の
リ
ー
グ
戦
を
行
な
い
ま

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
参
観
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
6
月
も
1

日
～
1
2
日
ま
で
（
4
日
、
Ⅱ
目
は
休
み

）
引
き
続
き
行
な
い
ま
す
。

▽
試
合
時
間

休
日
　
正
午
か
ら
5
試
合
（
ナ
イ
タ

ー
も
含
む
）

▽
会
場
　
広
漠
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

▽
試
合
日
程

0
5
月
1
3
日
（
日
）

⑪
今
古
賀
対
ク
ル
ミ
ー
ズ

③
新
町
対
イ
ー
グ
ル
ス

⑧
遠
賀
川
対
北
九
製
畳

④
郵
便
局
対
広
漠

⑤
ウ
オ
ー
タ
ー
．
ス
対
浅
木

0
5
月
1
5
日
（
火
）

⑪
今
古
賀
対
遠
賀
川

0
5
月
1
6
日
（
水
）

①
新
町
対
O
S
C

0
5
月
1
7
日
（
木
）

①
北
九
雛
壇
対
浅
木

0
5
月
1
8
日
（
金
）

①
イ
ー
グ
ル
ス
対
郵
便
局

0
5
月
1
9
日
（
土
）

①
ウ
オ
ー
タ
ー
ズ
対
ク
ル
ミ
ー
ズ

0
5
月
2
0
日
（
日
）

①
今
古
賀
対
浅
木

③
新
町
対
郵
便
局

③
ク
ル
ミ
ー
ズ
対
北
九
製
畳

④
広
漠
対
O
S
C

⑤
遠
賀
川
対
ウ
オ
ー
タ
ー
ズ

0
5
月
2
2
日
（
火
）

①
今
古
賀
対
ウ
オ
ー
タ
ー
ズ

0
5
月
鑓
日
（
水
）

①
郵
便
局
対
O
S
C

0
5
月
2
4
日
（
木
）

①
遠
賀
川
対
ク
ル
ミ
ー
ズ

ー

i

．

…

1

－

．

…

i

－

．

…

1

－

－

…

I

I

．

…

－

－

…

地
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
使
用
〝

〟
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
～

㌢
…
I
I
．
…
1
－
…
．
－
1
．
．
．
．
I
i
．
．
．
．
I
i
．
…
し

現
在
ナ
イ
タ
ー
施
設
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
利
用
さ
れ
る
団
体
は
使
用
申
込

書
が
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
の
で
、

使
用
さ
れ
る
前
月
の
2
5
日
ま
で
に
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。
そ
れ
以
降
は
一
切
受
付
ま
せ

ん
。
な
お
、
利
用
で
き
る
団
体
は
、
地

域
の
グ
ル
ー
プ
、
同
好
会
、
遠
賀
町
内

に
事
業
所
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
で
編
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
に
限
ら
れ
ま
す
。

使
用
に
つ
い
て
は
注
悪
事
項
を
厳
守

し
、
付
近
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
様
に

お
顔
い
し
ま
す
。

m
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
開
催
｛

◆
、
、
、
．
”
i
i
、
、
、
、
，
i
i
、
、
、
、
、
i
i
、
、
、
、
、
、
葛
一
、
、
、
，
、
i
i
）

基
礎
か
ら
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
指
導
し

ま
す
。
特
に
初
心
者
の
方
は
大
歓
迎
し

ま
す
。
た
く
さ
ん
来
て
下
さ
い
。

▽
日
時
　
5
月
2
3
日
、
0
0
日

6
月
6
日
、
1
3
日
、
2
0
日

い
ず
れ
も
水
曜
日

年
後
6
時
5
0
分
～
9
時

▽
場
所
　
拡
渡
小
学
校
体
育
館

▽
対
象
一
般
（
町
内
在
住
者
）

▽
会
費
　
五
百
円

▽
内
容
5
月
2
3
日
、
0
0
H
、
6
月
6
日

基
礎
練
習

6
月
1
3
日
、
2
0
円

応
用
練
習
、
ル
ー
ル
、
試
合

▽
指
導
　
パ
ト
、
く
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
部
員

▽
問
い
合
せ
　
遜
賀
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
（
⑨
1
3
5
5
）

▽
そ
の
他
　
参
加
者
は
、
当
日
体
育
館

の
方
に
お
い
で
下
さ
い
。

～
剣
道
練
習
に
つ
い
て
　
ル

i
一
一
〇
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
i
i
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
i
i
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
i
－
－
i
く
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
i
●
○
○
く
く
ヽ
ヽ
シ

武
道
館
落
成
に
伴
な
い
、
5
月
豹
日

か
ら
毎
週
月
、
火
、
木
、
土
曜
日
の
午

後
5
時
0
0
分
か
ら
6
時
0
0
分
ま
で
少
年

剣
道
の
練
習
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
な

お
、
少
年
剣
道
に
引
き
続
き
一
般
の
方

の
練
習
に
開
放
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。
使
用
時
間
は
午
後
9
時
0
0

分
ま
で
で
す
。

第
2
回
遠
賀
町
歩
こ
う
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日
　
5
月
幼
日
（
臼
）

雨
天
中
止

▽
目
的
　
ハ
イ
キ
ン
グ
に
よ
り
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
郷
土

の
伝
統
と
主
要
史
踵
を
尋
ね

ろ
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
愛
と

体
力
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

▽
コ
ー
ス
　
（
半
日
コ
ー
ス
8
鋤
）

遠
賀
町
中
央
公
民
館
↓
上
別
府
（

商
家
天
満
宮
）
↓
虫
生
津
（
遠
賀

霊
園
）
↓
千
代
丸
（
千
代
丸
城
跡

）
↓
遠
賀
町
中
央
公
民
館

▽
集
合
時
間
と
場
所

遠
賀
町
中
央
公
民
錦
前
に
9
時
集
合

▽
参
加
者
　
子
供
を
除
く
希
望
参
加
者

で
実
施
し
ま
す
。
歩
く
こ
と
に
特
に

支
障
が
な
く
、
長
踵
灘
の
徒
歩
に
耐

え
得
る
健
康
の
人

▽
参
加
者
注
意
事
項

〇
万
一
事
故
が
起
っ
た
場
合
、
主
他
者

は
責
任
を
も
た
な
い
。
但
し
、
応
急

処
置
の
み
を
行
う
。

○
参
加
者
は
、
出
発
前
に
胸
と
背
に
番

号
を
も
ら
っ
て
一
茸
に
出
発
す
る
。

〇
一
人
で
単
独
行
劫
は
絶
対
に
と
ら
な

い
こ
と
。
所
定
の
コ
ー
ス
を
遵
守
す

る
こ
と
。

○
中
途
で
介
護
を
要
す
る
場
合
は
、
遠

慮
せ
ず
連
絡
通
報
す
る
こ
と
。

○
参
加
者
は
、
水
筒
、
帽
子
を
持
参
の

こシー。

▽
参
加
者
に
は
健
康
タ
オ
ル
を
贈
呈
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健廉と活力づく　りにご飯を食べましょ　う

松
　
の
　
本

う
ら
ら
か
な
陽
の
光
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
昼

さ
が
り
、
ま
っ
す
ぐ
な
手
間
川
の
堤
防

を
下
ろ
。
堤
の
頗
斜
面
か
ら
立
ち
の
は

る
陽
炎
が
、
ゆ
る
や
か
な
日
の
筋
に
な

っ
て
空
に
つ
ゞ
く
。

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
年
）
伊
旗
保

麗
蹴
鞠
頴
（
十
七
）

ず
。
ほ
ど
ち
か
く
な
り
て
見
れ
ば
、
人

々
ゆ
か
り
あ
る
人
な
り
。

の
れ
よ
君
く
が
に
ま
き
り
て
船
路
よ

り
見
れ
ば
を
か
し
き
を
か
の
用
水

土
師
　
俊
長

さ
ら
ば
と
て
と
く
を
さ
な
ど
を
ゐ
て
の

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

第
2
回
　
町
民
　
ハ
　
イ
　
ク

親
の
蕾
い
た
「
高

瀬
日
記
」
は
こ
の

あ
た
り
の
こ
と
を

次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ろ
。

－
　
こ
こ
を
す
ぎ

て
、
や
ゝ
の
ぼ
れ

ば
、
六
十
歩
の
橋

と
て
土
橋
あ
り
。

こ
の
は
し
は
広
漠

の
か
た
よ
り
芦
屋

に
か
よ
ふ
み
ち
す

ぢ
に
し
て
そ
こ
を

松
の
本
と
い
ふ
。

け
ん
と
を
か
し
。

る
と
、
か
く
す
る
う

ち

か
り
そ
め
に
の
ろ

も
う
れ
し
き
た
び

ぢ
か
な
こ
の
う
き

ふ
ね
は
ゆ
く
へ
し

ら
れ
て

と
い
ふ
歌
の
み
ゆ
る

は
今
の
り
た
る
人
の

な

る

べ

し

。

I

こ
の
短
か
い
文
で
も

解
る
よ
う
に
、
高
瀬

船
で
下
流
か
ら
遡
行

い
か
な
る
人
を
ま
ち

我
帰
る
と
き
を
得
か
と
だ
ら
ち
ね
の

ま
つ
の
も
と
て
ふ
里
や
あ
る
ら
ん

伊
諜
　
保
親

こ
こ
に
し
ば
し
舟
を
と
ど
め
て
、
酒
の

み
、
か
れ
い
び
な
ど
を
た
う
ぺ
げ
ろ
に

－
　
こ
こ
に
、
若
松
の
か
た
よ
り
、
と

も
人
引
つ
れ
て
西
の
堤
を
の
ぼ
り
来
ろ

女
あ
り
透
け
れ
ば
け
は
い
さ
だ
か
な
ら

し
て
い
る
横
手
が
知
ら
れ
る
。

つ
い
こ
の
間
ま
で
あ
っ
た
島
田
橋
に
変

っ
て
、
立
派
な
橋
が
、
昔
の
位
置
よ
り

少
し
上
流
に
出
来
て
い
る
。

苦
の
人
々
の
た
め
に
水
路
は
何
よ
り
も

楽
な
交
通
路
で
あ
っ
た
に
ら
が
い
な

い。ま
っ
す
ぐ
に
流
れ
る
川
面
を
眺
め
て
、

天
保
の
昔
を
偲
ぶ
の
で
あ
っ
た
。

（
片
山
花
御
史
）

鰻
ク
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
は
故
事
町
の

六
ケ
岳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
頭
い
い
た

し
ま
す
。

▽
期
日
　
5
月
2
0
日
（
日
）

雨
天
決
行

▽
行
先
　
六
ケ
岳
（
鞍
手
町
）

▽
集
合
時
間
と
集
合
揚
所

5
月
柳
日
午
前
8
時
1
5
分

遠
賀
町
役
現
前
広
場
に
集
合

8
時
1
5
分
か
ら
受
付

8
時
4
5
分
出
発

鳩
時
0
0
分
帰
着
予
定

▽
参
加
資
格

性
別
、
年
令
は
問
い
ま
せ
ん

▽
参
加
費
　
大
人
一
人
　
二
百
六
十
円

子
供
一
人
　
　
百
三
十
円

（
交
通
費
実
費
）

▽
服
装
　
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装

∇
用
意
す
る
も
の
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
そ
の

他
個
人
で
必
要
と
思
わ
れ
ろ

も
の

▽
コ
ー
ス
　
役
場
－
遠
賀
川
駅
－
垂
木

駅
－
老
人
セ
ン
タ
ー
l
六
ケ

岳
山
頂
（
昼
食
）
－
老
人
セ

ン
タ
ー
ー
長
谷
寺
－
垂
木
駅

－
遠
賀
川
駅
↓
役
場

▽
問
い
合
せ
先
　
今
橋
書
店
（
③
0
0

3
8
）
、
梅
田
（
夜
③
1
2

3
8
）
　
へ

九
重
バ
　
ス
　
ハ
イ
ク

新
緑
も
え
る
九
重
へ
お
出
か
け
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
遠
賀
山
友
会
で
は
九
重

へ
の
バ
ス
ハ
イ
ク
を
計
画
し
て
い
ま
　
▽
コ
ー
ス

中
砥
灯
、
そ
の
他
個
人
で
必

要
と
思
わ
れ
る
も
の
。

遠
賀
川
－
長
者
原
－
す
が

す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▽
日
程
　
6
月
9
日
～
6
月
m
日

雨
天
決
行

▽
行
先
　
九
重

▽
集
合
時
間
と
集
合
場
所

6
月
9
日
午
後
9
時
5
0
分

遠
賀
川
駅
前
集
合

1
0
時
出
発

▽
参
加
賞
　
大
人
一
人
　
三
千
九
百
円

小
人
一
人
　
三
千
六
百
円

∇
用
意
す
る
も
の
弁
当
（
2
食
分
）
、
雨
具
、

水
筒
、
ヤ
ッ
ケ
、
タ
オ
ル
、

チ
リ
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
儀

も
り
小
屋
－
九
重
別
れ
ー
九

重
山
頂
（
朝
食
）
－
沓
卦
1

枚
ノ
声
（
昼
食
）
－
遠
賀
川

∇
問
い
合
せ
先
　
今
橋
書
店
（
⑨
0
0

38）、

3
8
）
　
へ

梅
田
（
夜
⑨
1
2
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たばこは町内で買いま　し　ょ　う

納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

町
説
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納

税
組
合
を
中
心
と
し
た
納
付
の
方
法
を

取
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
納
税
組

合
に
加
入
し
て
い
な
い
納
税
者
の
た
め

に
、
固
定
資
産
税
、
町
県
民
税
、
能
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
に

便
利
な
口
座
振
替
細
説
制
度
が
あ
り
ま

す。
こ
の
制
度
は
、
納
期
限
に
指
定
の
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
替
え
て
細
説

し
ま
す
の
で
、
納
期
の
た
び
に
金
融
機

関
や
役
掲
収
入
役
の
窓
口
に
足
を
運
ぶ

手
間
が
は
ぶ
け
ま
す
。

手
続
は
、
預
金
口
座
番
号
、
預
金
取

引
印
鑑
及
び
納
付
書
を
次
の
金
融
機
関

か
役
場
税
務
係
へ
お
持
ち
に
な
れ
ば
簡

単
に
手
続
が
で
き
ま
す
。

▽
口
座
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関

遠
賀
借
用
金
底
本
支
店

福
岡
銀
行
折
尾
支
店

遠
賀
郡
農
業
協
同
組
合
本
支
所

西
日
本
相
互
銀
行
芦
屋
支
店

注
○
当
初
の
手
続
の
際
に
百
円
の
収
入
印

紙
を
口
座
振
替
依
頼
書
に
は
り
つ
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
口
座
振
替
に
よ
る
領
収
蕾
は
、
年
度

終
了
（
3
月
3
1
日
）
後
に
ま
と
め
て

送
付
い
た
し
ま
す
。

○
納
付
書
は
、
口
座
振
替
を
継
続
さ
れ

る
方
に
つ
い
て
は
2
年
目
か
ら
（
正

）
を
金
融
機
関
へ
置
送
し
、
（
写
）

を
納
税
者
へ
送
付
い
た
し
ま
す
。

○
傷
病
者
の
家
や
事
故
現
場
、
目
標
物

を
ハ
ッ
キ
リ
と
（
0
0
町
0
0
番
地

〇
号
、
0
0
滴
店
前
で
す
。
）

○
症
状
、
人
数
、
性
別
、
年
令
な
ど
も

い
っ
し
ょ
に

○
か
か
り
つ
け
の
病
院
が
あ
れ
ば
連
絡

し
て
お
く

○
通
報
者
の
氏
名
と
館
話
番
号
を
い
う

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
、

次
の
処
置
を
し
て
下
さ
い

○
応
急
手
当

○
か
か
り
つ
け
の
医
師
へ
の
連
絡

○
保
険
証
の
準
備

0
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
問
え
た
ら
、

救
急
車
の
誘
導
を
し
て
下
さ
い

火
災
・
救
急
発
生
状
況（l
月
～
3
月
）

前
納
さ
れ
る
と
お
得
で
す

前
納
報
奨
金
制
度

昭
和
5
3
年
度
よ
り
、
固
定
資
産
税
、
　
正
し
て
お
り
ま
す
。

町
県
民
税
を
納
期
限
内
に
全
期
前
納
さ
　
本
年
度
も
こ
利
用
下
さ
い
ま
せ
。

れ
る
場
合
は
、
前
納
報
奨
金
を
本
税
か
　
　
不
明
な
点
は
役
場
税
務
係
へ
お
尋
ね

ら
差
引
い
て
納
付
さ
れ
る
納
付
書
に
改
　
下
さ
い
。

消
防
1
1
9
コ
ー
ナ
ー

救
急
車
は
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

ー
し
ん
な
と
き
は
利
用
し
な
い
で
く
だ
∴
∴
こ
と
が
で
き
る
傷
病
者

さ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
伝
染
病
、
結
核
、
満
神
病
患
者

○
軽
い
病
気
（
単
な
る
風
邪
や
腹
痛
、
　
○
泥
辞
者
（
酔
っ
ぱ
ら
い
は
脚
番
へ
）

お
産
な
ど
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
傷
病
者
を
市
外
や
自
宅
に
運
ぶ
と
き

○
タ
ク
シ
ー
や
マ
イ
カ
ー
な
ど
で
運
ぶ
　
　
　
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は

3
狩
あ
ん
な
い

※
「
遠
賀
ク
ラ
ブ
」
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

員
募
集

▽
男
子
　
町
内
在
住
の
中
学
卒
業
以
上

の
方

▽
女
子
　
町
内
在
住
の
中
学
卒
業
以
上

～
籾
織
ま
で
の
方

∇
練
習
日
時
と
会
場

男
子
　
水
曜
∴
遠
賀
中
学
校
体
育
館

金
隠
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

女
子
　
月
曜
∴
広
漉
小
学
校
体
育
飽

水
昭
　
遠
賀
中
学
校
体
育
館

い
ず
れ
も
午
後
7
時
0
0
分
～

9
時
5
0
分
ま
で

▽
会
費
　
高
校
生
　
　
　
　
一
二
百
円

大
学
生
、
社
会
人
　
五
百
円

▽
入
部
希
望
の
方
は
練
習
日
に
来
て
い

た
だ
き
、
そ
の
旨
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

棄
和
徳
に
お
伝
え
下
さ
い
。

∇
問
い
合
せ

秦
和
徳
（
昼
⑨
1
3
5
5
、
夜
⑨
1

※
5
4
年
度
遠
賀
町
青
年
会
会
員
真
筆

遠
賀
町
青
年
会
で
は
、
5
4
年
4
月
か

ら
弱
年
3
月
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
牛

後
7
時
5
0
分
か
ら
9
時
0
0
分
ま
で
、

遠
賀
町
中
央
公
民
館
に
て
、
1
8
歳
以

上
の
青
年
男
女
を
対
象
に
趣
味
と
教

養
の
文
化
教
室
を
無
料
で
閑
話
し
て

い
ま
す
。
更
に
レ
ク
高
ノ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
取
り
入

れ
た
青
年
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
革
は
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
に
お
闘
い
合
せ
下
さ
い
。

寓
話
③
1
3
5
5

※
遠
賀
郡
消
防
嘘
員
（
更
貝
）
採
用
賦

験
▽
採
用
人
員
　
6
人

▽
受
験
資
格
　
滴
1
8
歳
以
上
務
歳
末
瀞

の
男
子

▽
願
替
受
付
期
間
　
昭
和
塊
年
5
月
独

白
か
ら
6
月
7
日
ま
で

▽
第
1
次
試
験
日
時
　
間
和
5
4
年
6
月

1
7
日
（
日
曜
日
）
、
年

前
8
時
0
0
分

▽
試
験
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

▽
受
験
案
内
書
、
申
込
書
は
、
遠
賀
郡

消
防
本
部
（
暑
）
総
務
課
（
璃
話
⑪

1
2
3
1
）
に
あ
り
ま
す
。

※
遠
賀
・
中
間
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
職
員
採
用
拭
験
の
お
知
ら
せ

∇
職
　
稜
　
し
尿
処
理
施
設
作
業
員

1
人

∇
申
込
期
間
　
5
月
2
0
日
か
ら
6
月
5

日
ま
で

▽
試
験
日
　
昭
和
5
4
年
6
月
鳩
目

▽
受
験
費
措
　
昭
和
2
9
年
4
月
1
日
か

ら
、
昭
和
3
6
年
3
月
3
1

日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

▽
詳
し
い
こ
と
は
、
遠
賀
町
役
揚
2
階

の
組
合
事
務
所
（
穏
話
③
3
5
8
0

）
　
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
空
手
教
室
生
捷
募
集

▽
対
象
　
小
学
生
以
上
一
般
ま
で

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
、
金
曜
日

▽
時
間
　
午
後
7
時
－
午
後
8
時
約
分

▽
揚
所
　
公
民
館
別
館
（
旧
公
民
館
）

（
遠
賀
町
武
道
館
が
完
成
致

し
ま
す
と
武
道
館
で
練
習
致

します。）

▽
指
導
者
　
義
秀
会
総
本
部
道
場
の

小
田
四
段
、
中
井
四
段
、
半
田
二
段

▽
森
聖
者
は
宙
接
会
場
に
釆
ら
れ
る
か

中
井
（
⑤
1
5
1
0
）
役
海
内
半
田

（
⑨
1
2
3
4
内
線
2
4
3
）
ま
で

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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国民年金は、毎月月末が納期です。

今
月
の
税
金

固
定
資
産
税

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

納
期
限

1
期
分

5
月
2
5
日
ま
で

1
期
分

5
月
3
1
日
ま
で

笑
顔
で
納
税
明
る
い
町
政
　
　
－

※
ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
せ
き
、
破
傷
風

（
三
種
混
合
）
予
防
接
種

▽
期
　
日
　
6
月
6
日
（
水
）

∇
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

。
第
1
期

。
第
2
期

▽
接
穂
方
法

▽
持
参
品

▽
そ
の
他
。

6
月
約
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
的
分
I
M
時

接
穂
i
　
輪
時
0
0
分
～
1
5
時

中
央
公
民
館
（
役
場
旗
）

生
後
狐
～
勧
カ
月
児

第
1
期
終
了
後
1
2
～
1
8

カ
月
経
過
の
幼
児

第
1
期
　
3
回

第
2
期
　
l
回

問
診
票
、
母
子
手
帳

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（

二
謹
混
合
）
　
ワ
ク
チ
ン
で

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す。
。
第
1
期
は
2
期
と
の
関
係

上
、
生
後
3
5
カ
月
ま
で
に

終
了
し
て
下
さ
い
。

o
接
種
の
申
込
み
は
、
撰
謹

白
の
一
週
間
前
か
ら
前
日

ま
で
に
印
鑑
持
参
の
上
、

衛
生
係
に
申
込
ん
で
下
さ

い
。
同
時
に
問
診
票
を
受

領
下
さ
い
。

※
日
本
脳
炎
予
防
接
種

▽
期
　
間
　
5
月
2
1
日
～
6
月
約
日

▽
時
　
間
　
各
医
院
、
病
院
の
診
療
時

間
内

▽
場
　
所
　
町
内
各
医
院
・
病
院

▽
対
象
者
　
3
歳
以
上
の
人

▽
粕
－
金
　
1
回
に
つ
き
6
2
0
円

▽
接
種
方
法
昨
年
受
け
た
人
は
1
回
、

受
け
て
な
い
人
は
1
～
2

週
間
の
間
隔
を
お
い
て
2

回
接
種

▽
持
参
晶
　
印
鑑
、
朝
の
体
温
、
料
金

▽
そ
の
他
　
鳩
歳
末
満
、
生
保
及
び
町

県
民
税
が
均
等
割
額
以
下

の
世
帯
の
方
で
接
穂
希
望

者
は
役
場
に
印
鑑
を
持
参

下
さ
い
。
無
料
用
の
問
診

票
を
配
付
致
し
ま
す
。

※
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
撰
修

5
月
7
日
か
ら
1
6
日
ま
で
の
日
程
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
現
在
見
込
み
と
し
て
対
象
者

の
約
2
0
％
が
受
診
さ
れ
な
い
よ
う
で

す
。
受
診
券
配
付
者
で
受
診
し
な
く

て
も
よ
い
人
は
次
の
方
た
ち
で
す
。

該
当
者
は
受
診
券
の
う
ら
に
理
由
を

書
い
て
役
揚
衛
生
係
ま
で
提
出
下
さ

い
。
（
亀
諸
で
も
可
）
提
出
さ
れ
な

い
と
対
象
者
か
ら
取
り
消
さ
れ
ま
せ

ん。
◎
受
け
な
く
て
も
よ
い
人
の
理
由

。
会
社
勤
務
（
会
社
名
記
入
）

o
学
生
（
0
0
大
学
○
年
生
）

。
妊
娠
中

o
病
院
で
受
け
た
（
0
0
病
院
〇
月

〇
日
受
診
）

o
病
気
で
入
院
中
（
0
0
病
院
）

。
歩
行
困
難
、
ね
た
っ
き
り

※
乳
児
相
駁

▽
期
　
日
　
5
月
2
1
日
（
月
）

6
月
1
8
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
－
日
時
0
0
分

▽
対
象
者
　
1
歳
未
満
児

▽
場
　
所
　
役
現
保
健
室

∇
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
測
定
・
食

諺
等
の
相
談

※
母
子
手
帳
交
付
日

▽
期
　
日
　
毎
月
第
2
・
第
4
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時

▽
坦
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
持
参
品
　
印
鑑

▽
そ
の
他
　
母
子
手
帳
の
使
用
法
・
妊

娠
中
の
生
活
指
導
を
し
ま

す
の
で
必
ず
本
人
が
受
け

取
り
に
来
て
下
さ
い
。

妊
娠
届
は
早
目
に
保
健
所

に
出
し
て
下
さ
い
（
毎
週

水
曜
日
1
3
時
か
ら
受
付
）

※
野
犬
の
毒
殺
を
し
ま
す

野
犬
の
被
害
防
止
の
た
め
5
月
を
薫

穀
の
最
重
点
期
間
と
し
て
、
苺
穀
を

町
内
全
域
実
施
致
し
ま
す
。
番
え
さ

設
置
場
所
に
は
赤
旗
を
立
て
ま
す
。

飼
い
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
下
さ
い
。

※
無
縁
墳
墓
の
改
葬
が
あ
り
ま
す

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い
。

◎
所
在
地

○
名
　
称

○
届
出
期
限

○
届
出
先

◎
所
在
地

○
名
　
称

○
届
出
期
限

○
屈
出
先

愛
知
県
春
日
井
市
町
屋
町

3
6
1
0
番
地
、
同
市
田

楽
町
1
2
8
8
番
地
の
l

雨
池
基
地
・
南
条
野
基
地

昭
和
5
4
年
5
月
0
0
日

春
日
井
市
田
楽
町
1
7
7

5
番
地
　
長
橋
寺
　
包
話

0

5

6

8

（

8

2

）

2

3

熊
本
県
飽
託
郡
河
内
町
大

字
船
津
字
新
地
2
9
4
1

同
学
追
1
8
1
0

弁
天
山
蕗
地
・
カ
ン
カ
ン

石
蕃
地
昭
和
5
4
年
5
月
2
0
日

河
内
町
役
場
∴
璃
詰
0
9

6

2

7

（

6

）

1

1

1

2

◎
所
在
地
　
埼
玉
県
川
口
市
舟
戸
町
1

2
6
8
番

○
名
　
称
　
善
光
寺

○
届
出
期
限
　
昭
和
5
4
年
5
月
3
1
日

○
届
出
先
　
川
口
市
青
木
2
丁
目
1
の

1
　
川
口
市
役
所
保
健
衛

生
課
　
電
話
0
4
8
2
（

5

2

）

0

2

5

1

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
毎
月
1
0
日
、
2
3
日
の
1
3
時
～

舶
時
。
（
当
日
が
日
曜
、
祭

日
の
場
合
は
翌
日
、
土
曜
日

の
場
合
は
翌
週
の
月
曜
日
）

▽
揚
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

∇
相
談
曹
項

ど
ん
な
細
々
な
こ
と
で
も
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

表
　
紙

統
一
地
方
選
挙
で
の
投
票
風

景
で
す
。
い
ち
ば
ん
身
近
な
選

挙
だ
け
に
関
心
も
高
く
、
町
議

選
挙
の
投
票
率
は
9
3
％
を
超
え

ま
し
た
。
こ
こ
第
2
投
票
所
で

は
、
朝
7
時
か
ら
夕
方
6
時
ま

で
ひ
っ
き
り
な
し
に
投
票
す
る

人
が
つ
め
か
け
ま
し
た
。


